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イベント・行事の
開催について

新型コロナウイルスの影響により、掲載している行事について、やむなく中止となる場合があります。
最新の開催状況については、各問合せ先でご確認ください。

越前が誇る冬の味覚の王様
〜 越前がに 〜



マイナちゃんがあなたの家計を助太刀
マイナンバーカードの申請、受け取りはもうお済みですか？

4つのお得なキャンペーン で
マイナちゃんがみなさんの家計をお助けします。

　国が行っているマイナポイント制度は、12月末で終了します｡ ※令和3年11
月22日現在の情報です。
　マイナポイントは、マイナンバーカードを持っている人が、キャッシュレス
決済で使える最大5,000円相当のポイントをもらうことができる制度です。
　マイナンバーカードの申請は終わっているのに、まだお受け取りをされてい
ない人や、カードは持っているけれどマイナポイントのお手続きをしていない
人は、12月末までにお手続きをお願いします。

※キャンペーンその1との重複利用はできません。

まだ、マイナンバーカードをお持ちでない人は、ぜひこの機会にお手続きください。

問合せ先　住民環境課　☎34 ｰ 8708

越前町商品券3,000円 または QUOカード1,000円 を
マイナンバーカードと一緒にお渡しします。

先着2,500人限定ですが、まだ余裕があります。

新たにマイナンバーカードを作られた人に

※キャンペーンその1との重複利用はできません。

福井県のブランド米「いちほまれ」 と
うまいものセット（総額2,000円相当） が
必ずもらえます。（県全体で先着70,000人限定）

新たにマイナンバーカードを作られた人に

キャンペーン その1 マイナポイント

キャンペーン その3 
県独自キャンペーン「マイナでうマイナ」

キャンペーン その2
町独自キャンペーン「チョイス・ザ・チャンス」

キャンペーン その4
町独自キャンペーン「きとっけプランE」

対 象 者 	 令和3年4月末までにマイナンバーカードの申請が
	 お済みの人
対象期限 	 令和3年12月末まで

対 象 者 	 令和3年12月末までにマイナンバーカードの申請をして、
	 期限までにカードをお受け取りする人
対象期限 	 令和4年2月末まで

対 象 者 	 令和3年5月以降にマイナンバーカードの
	 申請がお済みの人
対象期限 	 令和4年2月末まで

対 象 者 	 令和4年2月末までにマイナンバーカードを「きとっけプラン」
	 で申請するおおむね10人以上のグループ（半数は越前町民）
対象期限 	 令和4年2月末まで

特  集

マ
イ
ナ
ち
ゃ
ん
の
　
　  

ポ
イ
ン
ト
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

ワン

きみのマイナが♪

すけだっち♪

がち追い込み♪
です

1

2

越前町商品券＋県のうまいものセット＋越前町商品券

3,000円 ＋ 2,000円相当 ＋ 1,000円 ＝ 6,000円相当
のキャンペーンになります。

きとっけプランＥは、
「チョイス・ザ・チャンス」、「マイナでうマイナ」との重複ができます。

最大で

こんなーお得はー
はーじめてー♪

※きとっけプランは、指定の日時、場所に職員がおうかがいし、マイナンバーカードの申請の取りまとめを行い
ます。できあがったカードは書留郵便などでご自宅にお送りしますので、役場に1度も来庁せずにマイナンバー
カードのお手続きができます。

越前町商品券1,000円 または ＱＵＯカード1,000円 を

マイナンバーカードと一緒にお渡しします。

きとっけプラン（出張申請方式）で
まとめてマイナンバーカードを申請されるグループのみなさん全員に

コメくいてー♪
という人にオススメ

5月以降にカードを
申請している人であれば、
さかのぼって対象に

なります。

3

4

広報 えちぜん 2広報 えちぜん3 令和 ３ 年 12 月号令和 ３ 年 12 月号



　
10
月
23
日
、
県
立
ホ
ッ
ケ
ー
場
で
、
２
０
２
１ 

Ｅ
ｃ
ｈ
ｉ
ｚ
ｅ
ｎ 

Ｈ
ｏ
ｃ
ｋ
ｅ
ｙ 

Ｃ
Ｕ
Ｐ
が
開

か
れ
、
町
内
の
男
女
各
４
チ
ー
ム
が
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
で
競
い
、
低
学
年
に
よ
る
交
流
戦
も
含
め

83
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
選
手
の
み
な
さ
ん
は
、
緊
張
感
を
も
っ
て
試

合
に
臨
み
、大
会
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

大
会
結
果

男
子
の
部
　

　
優　
勝　
朝
日
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
準
優
勝　
糸
生
・
常
磐
・
Ｅ
Ｈ
ホ
ッ
ケ
ー

　
　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
第
3
位　
朝
日
ボ
ー
イ
ズ

女
子
の
部

　
優　
勝　
糸
生
・
常
磐
・
Ｅ
Ｈ
ホ
ッ
ケ
ー

　
　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
準
優
勝　
糸
生
・
常
磐
・
Ｅ
Ｈ
ガ
ー
ル
ズ

　
第
3
位  

朝
日
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

２
０
２
１　
Ｅ
ｃ
ｈ
ｉ
ｚ
ｅ
ｎ 

Ｈ
ｏ
ｃ
ｋ
ｅ
ｙ 

Ｃ
Ｕ
Ｐ

　

こ
の
チ
ー
ム
で
２
連
覇
を
す
る
こ
と

が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。
全
員
で
楽
し

い
ホ
ッ
ケ
ー
が
で
き
ま
し
た
。

朝
日
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

笠
原
日
々
人
主
将
の
コ
メ
ン
ト

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
多
く
の
大
会
が
中
止
に

な
る
中
、
大
会
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
、

チ
ー
ム
で
協
力
し
て
優
勝
す
る
こ
と
が
で

き
て
良
か
っ
た
で
す
。

糸
生
・
常
磐
・
Ｅ
Ｈ
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

原
菜
々
花
主
将
の
コ
メ
ン
ト

▲男女優勝チームのみなさん ▲試合の様子

　
10
月
22
日
、
越
前
町
営
球
技
場
で
第
16
回
越

前
町
町
長
杯
ペ
タ
ン
ク
大
会
が
開
か
れ
、
町
内

か
ら
１
２
０
人
が
参
加
し
、
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

大
会
結
果

　
優　
勝　
織
田
庚
申 （
織
田
地
区
）

　
準
優
勝　
田
中
Ａ　

 （
朝
日
地
区
）

　
第
3
位　
越
前
岬　

 （
越
前
地
区
）

第
16
回
越
前
町
町
長
杯
ペ
タ
ン
ク
大
会

▲入賞した選手のみなさん ▲優勝した越前ニューヒーローズのみなさん

　
10
月
24
日
、
町
立
越
前
体
育
館
で
、
第
39
回

丹
生
郡
少
年
剣
道
錬
成
大
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。

　
鯖
江
市
豊
地
区
の
少
年
剣
士
と
町
内
の
小
中

学
校
の
少
年
剣
士
で
戦
い
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

大
会
結
果

小
学
生
団
体
戦
（
3
人
戦
）

　
優　
勝　
越
前
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
Ａ

　
　
　
　
　
　
先
鋒　
荒
木　
駿
平

　
　
　
　
　
　
中
堅　
明
石　
尚
大

　
　
　
　
　
　
大
将　
山
本　
優
心　

　
準
優
勝　
越
前
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
Ｂ

　
　
　
　
　
　
先
鋒　
山
口　
海
司

　
　
　
　
　
　
中
堅　
作
藤　
龍
海

　
　
　
　
　
　
大
将　
岩
﨑　
吏
生

　
第
3
位　
朝
日
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ

　
　
　
　
　
　
先
鋒　
山
口　
己
八

　
　
　
　
　
　
中
堅　
竹
内　
希
莉
奈

　
　
　
　
　
　
大
将　
水
田　
尚
希

小
学
低
学
年
初
心
者
の
部

　
優　
勝　
柴
田　
雅
己
（
朝
日
剣
道
）

　
準
優
勝　
高
橋　
瑛
大
（
朝
日
剣
道
）

　
第
3
位　
赤
星　
咲
幸
（
朝
日
剣
道
）

小
学
4
年
生
以
下
の
部

　
優　
勝　
山
口　
己
八
（
朝
日
剣
道
）

　
第
3
位　
吉
田　
悠
真
（
朝
日
剣
道
）

小
学
5
・
6
年
生
の
部

　
優　
勝　
山
本　
優
心
（
越
前
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
）

　
準
優
勝　
岩
﨑　
吏
生
（
越
前
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
）

　
第
3
位　
山
口　
海
司
（
越
前
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
）

　
第
3
位　
荒
木　
駿
平
（
越
前
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
）

中
学
生
男
子
の
部

　
優　
勝　
矢
田
部　
晄
（
織
田
中
学
校
）

　
第
3
位　
橋
詰　
　
碧
（
越
前
中
学
校
）

※
町
民
の
み
記
載

　
第
39
回
丹
生
郡
少
年
剣
道
錬
成
大
会

　
こ
の
活
動
は
4
地
区
の
交
流
事
業
の
一
環
と

し
て
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
地

域
環
境
保
全
の
た
め
に
、
10
月
24
日
の
早
朝
よ

り
、
朝
日
・
宮
崎
・
織
田
・
越
前
の
4
地
区
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委
員
会
が
一

斉
に
行
い
ま
し
た
。

　

朝
日
地
区
は
古
墳
公
園
池
周
囲
や
遊
歩
道
、

遊
具
周
辺
の
除
草
・
清
掃
、
宮
崎
地
区
は
宮
崎

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前
の
植
栽
桝
の
除
草

と
宮
崎
小
学
校
の
や
ま
ぼ
う
し
植
樹
地
の
除
草

と
整
備
、
織
田
地
区
は
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
前
の
花
壇
整
備
、
越
前
地
区
は
小
樟
～

厨
ま
で
の
湾
岸
道
路
と
越
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
周
辺
の
ご
み
拾
い
と
除
草
作
業
を
行
い

ま
し
た
。

越
前
町
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ　
環
境
美
化
活
動

　
10
月
17
日
、
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
越
前
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
主
催
の

越
前
町
子
ど
も
ま
つ
り
が
開
か
れ
、
町
内
の
子

ど
も
た
ち
な
ど
77
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
中
止
と
な
り
、
2
年
ぶ
り
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
参
加
人
数
制
限
な
ど
の
感
染
対
策

を
で
き
る
限
り
行
い
、
割
り
ば
し
ダ
ー
ツ
、
さ

い
こ
ろ
「
1
」
出
し
、ビ
ー
玉
移
し
な
ど
の
チ
ャ

レ
ラ
ン
を
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
み
な
が
ら
競

い
合
い
ま
し
た
。

　

今
回
も
町
内
中
高
校
生
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
11
人
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
、
運
営
し
、

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

越
前
町
子
ど
も
ま
つ
り
『
チ
ャ
レ
ラ
ン
ピ
ッ
ク
』

▲片足立ちに挑戦！どれだけ長くできるかな？

▲朝日地区 ▲宮崎地区

▲織田地区 ▲越前地区

　
10
月
24
日
、
織
田
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

第
27
回
丹
生
郡
軟
式
野
球
連
盟
会
長
杯
学
童
野

球
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
内
の
学
童
野
球

3
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
越
前
ニ
ュ
ー
ヒ
ー
ロ
ー

ズ
が
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
今
大
会
は
新
チ
ー

ム
に
な
っ
て
初
め
て
迎
え
る
公
式
戦
で
、
秋
晴

れ
の
空
の
下
、
選
手
た
ち
は
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
十
分
に
発
揮
し
、
全
力
で
白
球
を
追
い
か

け
て
い
ま
し
た
。

大
会
結
果

　
優　
勝　
越
前
ニ
ュ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
ズ

　
準
優
勝　
宮
崎
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ズ

　
第
3
位　
朝
日
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
27
回
丹
生
郡
軟
式
野
球
連
盟
会
長
杯
学
童
野
球
大
会
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町
指
定
ご
み
袋
が
縦
に
裂
け
や
す
い
と
い
う

指
摘
を
受
け
、
現
在
の
ご
み
袋
は
伸
び
て
裂
け

に
く
い
材
質
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
以
前

の
ご
み
袋
と
区
別
す
る
た
め
、可
燃
ご
み
袋（
大
）

の
色
を
濃
い
青
色
に
変
更
し
ま
し
た
。

　
町
指
定
ご
み
袋
は
再
生
材
料
を
使
用
し
て
い

る
た
め
、
同
じ
製
品
で
も
色
に
多
少
の
濃
淡
は

あ
り
ま
す
が
、
色
の
変
化
に
伴
う
材
質
な
ど
の

変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
す
で
に
ご
購
入

い
た
だ
い
て
い
る
ご
み
袋
も
、
引
き
続
き
ご
使

用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
販
売
店
に
よ
っ
て
は
販
売
開
始
時
期
が
異
な

る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
ご
み
の
分
別
と
減
量
化
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

　
住
民
環
境
課　
☎
３
４‒

８
７
０
８

可
燃
ご
み
袋（
大
）の
色
が
変
わ
り
ま
す

　
令
和
4
年
4
月
に
小
中
学
校
に
入
学
予
定
の

お
子
さ
ん
の
保
護
者
で
、
越
前
町
就
学
援
助
の

要
件
に
該
当
す
る
人
に
、
ラ
ン
ド
セ
ル
・
制
服

な
ど
入
学
に
必
要
な
物
の
購
入
費
用
の
一
部
を

入
学
前
（
3
月
）
に
支
給
し
ま
す
。

受
給
要
件

　
次
の
①
～
③
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
越
前
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
人

②
お
子
さ
ん
が
令
和
4
年
4
月
に
小
中
学
校

に
入
学
予
定
の
人

③
越
前
町
就
学
援
助
制
度
の
認
定
基
準
に
該

当
す
る
人

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法

申
請
書
を
学
校
教
育
課
か
各
小
学
校
で
お
受

け
取
り
い
た
だ
き
、
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う

え
、
必
要
書
類
を
添
付
し
て
提
出
く
だ
さ
い
。

※
必
要
書
類
と
は
…
令
和
2
年
中
の
所
得
を

証
明
す
る
書
類
の
写
し
（
Ｒ
3
年
1
月
2

日
以
降
に
越
前
町
に
住
所
を
異
動
し
た
人
）

提
出
先

新
小
学
1
年
生
…
学
校
教
育
課

新
中
学
1
年
生
…
学
校
教
育
課
ま
た
は
現
在

通
わ
れ
て
い
る
小
学
校

受
付
期
間　
12
月
6
日
㈪
〜
1
月
21
日
㈮

支
給
時
期　
令
和
4
年
3
月
上
旬

問
合
せ
先　
学
校
教
育
課　
☎
３
４‒

８
７
１
６

小
中
学
校
の
新
入
学
に
か
か
る
準
備
費
用
を
援
助
し
ま
す

　

高
齢
な
ど
の
理
由
で
、
屋
根
雪
下
ろ
し
な
ど

の
除
雪
作
業
を
業
者
に
依
頼
し
て
行
っ
た
際
に
、

除
雪
に
か
か
る
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者

◦
高
齢
者
（
お
お
む
ね
65
歳
以
上
）
や
身
体
障

が
い
者
の
ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯

◦
高
齢
者
の
み
の
世
帯

◦
母
子
世
帯
で
、
自
力
で
屋
根
な
ど
の
除
雪
が

困
難
な
世
帯

※
町
民
税
非
課
税
世
帯
に
限
り
ま
す

※
町
内
や
福
井
市
・
鯖
江
市
・
越
前
市
・
南
越

前
町
に
屋
根
雪
下
ろ
し
を
依
頼
で
き
る
二
親

等
以
内
の
親
族
が
い
る
世
帯
は
除
き
ま
す

支
援
内
容

◦
住
宅
の
屋
根
雪
下
ろ
し
作
業

◦
外
出
に
支
障
と
な
る
必
要
最
低
限
の
宅
地
の

除
雪
作
業

◦
住
宅
に
損
傷
を
与
え
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る

除
雪
作
業

補
助
金
の
額

　

実
費
用
額
の
2
分
の
1
以
内
で
、
一
冬
期
間

あ
た
り
2
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

問
合
せ
先　
福
祉
課　
☎
３
４‒

８
７
２
５

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
の
屋
根
雪
下
ろ
し
助
成
の

お
知
ら
せ

　
現
在
、
Ｊ
Ｒ
が
運
行
し
て
い
る
北
陸
本
線
の

運
営
を
引
き
継
ぎ
、
令
和
6
年
春
に
開
業
す
る

新
し
い
会
社
の
名
前
を
広
く
県
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
募
集
し
ま
す
。

対　
　
象　
ど
な
た
で
も
ご
応
募
で
き
ま
す

応
募
期
間　
12
月
1
日
㈬
～
1
月
16
日
㈰

賞
お
よ
び
商
品

　
採
用
者
1
人

◦
20
万
円

◦
開
業
イ
ベ
ン
ト
へ
の
招
待
や
記
念
乗
車
券

応
募
者
抽
選
7
人

◦
沿
線
7
市
町
の
特
産
品

応
募
方
法

　
専
用
は
が
き

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
応
募
フ
ォ
ー
ム

問
合
せ
先

　
福
井
県
並
行
在
来
線
準
備
株
式
会
社

　
総
務
企
画
課

　
☎
０
７
７
６‒

２
０‒

０
２
９
４

福
井
県
の
新
し
い
鉄
道
会
社
の
名
前
を
募
集
し
ま
す
！

　
中
小
企
業
者
の
相
互
共
済
と
国
の
援
助
で
退

職
金
制
度
を
確
立
し
、こ
れ
に
よ
っ
て
中
小
企
業

の
従
業
員
の
福
祉
の
増
進
と
、
中
小
企
業
の
振

興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

国
の
制
度
だ
か
ら
安
心
・
確
実
！

◦
新
規
加
入
や
掛
金
月
額
を
増
額
す
る
場
合
、

掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

◦
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
、
手
数
料
も
か
か
り

ま
せ
ん
。

※
パ
ー
ト
さ
ん
も
ご
加
入
い
た
だ
け
ま
す
。

外
部
積
立
型
だ
か
ら
管
理
が
簡
単
！

◦
従
業
員
ご
と
の
納
付
状
況
や
退
職
金
試
算
額

を
事
業
主
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◦
退
職
金
は
、
中
退
共
か
ら
直
接
従
業
員
へ
支

払
わ
れ
ま
す
。

問
合
せ
先

　
（
独
）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
中
小
企
業

　
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
☎
０
３‒

６
９
０
７‒

１
２
３
４

ご
存
じ
で
す
か
？
「
中
退
共
」
の
退
職
金
制
度
な
ら
、

掛
金
に
国
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す

　
子
育
て
家
庭
や
第
1
子
出
産
予
定
の
妊
婦
家

庭
の
経
済
的
・
精
神
的
負
担
を
軽
減
す
る
す
み
ず

み
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

利
用
対
象
者

　
本
町
在
住
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
児
童
を
養
育
す
る
人

②
小
学
校
3
年
生
以
下
で
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
が
利
用
で
き
な
い
児
童
を
養
育
す
る
人

③
第
1
子
を
出
産
予
定
の
妊
婦

実
施
機
関

①
買
い
物
や
家
事
の
代
行
、
自
宅
で
の
一
時

保
育
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合

　
　
◦
越
前
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
☎
３
４‒

２
３
８
８

②
施
設
で
の
一
時
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
場
合

　
　
◦
ハ
ー
ツ
き
っ
ず
さ
ば
え

　
　
　
☎
０
１
２
０‒

７
０‒

３
４
１
５

　
　
◦
ハ
ー
ツ
き
っ
ず
た
け
ふ

　
　
　
☎
０
１
２
０‒

５
４‒

３
４
１
５

　
　
◦
ハ
ー
ツ
き
っ
ず
羽
水

　
　
　
☎
０
１
２
０‒

８
２‒

３
４
１
５

補
助
金
の
額

　
児
童
1
人
あ
た
り
1
時
間
３
５
０
円

※
3
子
以
上
の
家
庭
の
場
合
、
3
人
目
以
降

の
児
童
分
の
補
助
額
は
７
０
０
円
で
す

※
子
育
て
家
庭
は
月
70
時
間
以
内
、
妊
婦
家

庭
は
月
35
時
間
以
内
の
制
限
が
あ
り
ま
す

利
用
方
法

　
ご
利
用
前
に
登
録
の
申
込
み
を
行
い
、
利
用

す
る
際
に
利
用
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
登
録
申
込
書
、
利
用
申
請
書
は
実
施
機
関
ま

た
は
福
祉
課
に
て
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
福
祉
課　
☎
３
４‒

８
７
２
５

す
み
ず
み
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
お
知
ら
せ

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
法
や
地
方
税

法
上
、
健
康
保
険
や
厚
生
年
金
な
ど
の
社
会
保

険
料
を
納
付
し
た
場
合
と
同
様
に
、
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
、
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控

除
さ
れ
、
税
法
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
今
年
の
1
月
か

ら
12
月
中
に
納
め
た
保
険
料
全
額
で
す
。
過
去

の
年
度
分
や
追
納
し
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
な
く
、
配

偶
者
や
お
子
さ
ん
な
ど
の
国
民
年
金
保
険
料
を

支
払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合
わ
せ

て
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
控
除
を

受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を

行
う
と
き
に
、
領
収
証
書
な
ど
保
険
料
を
支

払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要

で
す
。

　
こ
の
た
め
、
1
月
か
ら
9
月
ま
で
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
人
に
は
、
11
月
上
旬

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
を
送
付
し
て
い

ま
す
の
で
、
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明

書
ま
た
は
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

（
10
月
か
ら
12
月
ま
で
の
間
に
、
今
年
は
じ
め

て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
た
人
へ
は
、

翌
年
の
2
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
）

　
税
法
上
で
も
有
利
な
国
民
年
金
は
、
老
後
は

も
ち
ろ
ん
、
不
慮
の
事
故
な
ど
万
一
の
と
き
に

も
心
強
い
味
方
と
な
る
制
度
で
す
の
で
、
保
険

料
の
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

　
武
生
年
金
事
務
所　
☎
２
３‒

１
１
２
６

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
つ
い
て

　
若
者
の
本
町
へ
の
定
住
を
促
進
す
る
た
め
独

身
者
に
新
し
い
出
会
い
の
場
を
企
画
す
る
団
体

に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

補
助
対
象
団
体

　
町
内
に
活
動
拠
点
が
あ
り
、
営
利
を
目
的
と

せ
ず
、
町
の
実
施
要
項
に
従
っ
て
結
婚
支
援
活

動
を
行
う
団
体

補
助
対
象
事
業

◦
独
身
男
女
の
出
会
い
の
場
の
提
供
や
交
流
を

促
進
す
る
事
業

◦
町
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
独
身
者
の
参

加
が
10
人
以
上
見
込
ま
れ
る
事
業

補
助
金
額　
上
限
20
万
円

申
込
期
限　
令
和
4
年
1
月
31
日

問
合
せ
先　
福
祉
課　
☎
３
４‒

８
７
２
５

若
者
の
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
応
援
団
体
を
募
集
し
ま
す

▲応募フォーム
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
下
で

学
ぶ
学
生
に
対
し
て
、
生
活
支
援
給
付
金
と
し

て
一
人
あ
た
り
5
万
円
を
、
令
和
3
年
度
の
1

回
に
限
り
支
給
し
ま
す
。
申
請
期
限
は
12
月
28

日
ま
で
で
す
。

対
象
者

◦
申
請
時
に
大
学
な
ど
に
在
籍
し
て
い
る
人

◦
令
和
3
年
4
月
1
日
に
本
人
ま
た
は
保
護
者

が
越
前
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
引
き
続
き

申
請
日
に
住
民
登
録
が
あ
る
人

◦
本
人
が
越
前
町
に
住
民
登
録
が
な
い
場
合

は
、
税
法
上
ま
た
は
健
康
保
険
上
の
扶
養
に

な
っ
て
い
る
人

◦
会
社
な
ど
で
正
社
員
と
し
て
働
い
て
い
な
い
人

対
象
の
学
校

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
、
大
学
院
、

短
期
大
学
、高
等
専
門
学
校（
4
年
生
以
上
）、

専
修
学
校
（
専
門
課
程
に
限
る
）
な
ど

申
請
時
必
要
物

◦
給
付
金
申
請
書
兼
請
求
書

◦
令
和
3
年
4
月
1
日
以
降
に
発
行
さ
れ
た
在

学
証
明
書
の
写
し

◦
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し

◦
金
融
機
関
の
通
帳
の
写
し

◦
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類（
代
理
申
請
の
場
合
）

◦
戸
籍
謄
本
な
ど
の
代
理
関
係
が
わ
か
る
も
の

（
給
付
対
象
者
と
住
民
票
上
別
居
の
場
合
）

※
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
、
ほ
か
の
資
料
を

求
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
請
方
法

　

電
子
申
請
の
場
合
は
「
福
井
県
電
子
申
請

サ
ー
ビ
ス
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
郵
便
申
請

の
場
合
は
役
場
企
画
財
政
課
ま
で
郵
送
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
せ
先　
企
画
財
政
課　
☎
３
４‒

８
７
０
２

大
学
生
等
生
活
支
援
給
付
金
の
申
請
忘
れ
は
な
い
で
す
か
？

▲電子申請
　QRコード

　

こ
の
講
習
会
で
は
、

心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
方
法
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。

　
突
然
の
心
停
止
の
原

因
の
多
く
が
「
心
室
細
動
」
と
い
う
、
心
臓
が

突
然
け
い
れ
ん
し
、
全
身
に
血
液
を
送
る
こ
と

が
で
き
な
い
状
態
に
な
る
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
け
い
れ
ん
を
取
り
除
く
た
め
に
、

Ａ
Ｅ
Ｄ（
電
気
シ
ョ
ッ
ク
）を
使
用
し
ま
す
。

　
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
用
は
、
対
応
が
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど

救
命
の
確
率
も
上
が
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

ぜ
ひ
ご
受
講
く
だ
さ
い
。

※
講
習
を
受
け
た
人
に
は
、
普
通
救
命
講
習
修

了
証
を
交
付
し
ま
す
。

※
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日　
　
時

　
①
12
月
12
日
㈰

　
　
午
前
9
時
～
正
午

　
②
12
月
18
日
㈯

　
　
午
前
9
時
～
正
午

場　
　
所　
越
前
町
生
涯
学
習

　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
和
室

講　
　
師　
鯖
江
・
丹
生
消
防
組
合
職
員

定　
　
員　
15
人（
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
）

参
加
費　
無
料

問
合
せ
先　
健
康
保
険
課　
☎
３
４‒

８
７
１
０

心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
の
ご
案
内

　

冬
季
の
降
雪
や
路
面
凍
結
、
ま
た
年
末
は
交

通
混
雑
や
飲
酒
す
る
機
会
が
増
え
る
こ
と
に
よ

り
、
交
通
事
故
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
、
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
を
実

践
し
ま
し
ょ
う
。

　

県
内
で
は
、
10
月
に
死
亡
事
故
が
相
次
い
で

発
生
し
、
月
別
で
は
今
年
最
多
の
5
人
が
犠
牲

と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、高
齢
の
犠
牲
者
が
多
く
、

交
通
死
亡
事
故
で
約
70
％
、
重
症
以
上
の
事
故

で
は
約
50
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
は
他
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

命
を
守
る
た
め
、
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
安
全
確
認
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

夕
暮
れ
や
夜
間
に
外
出
す
る
と
き
に
は
、
運

転
者
が
認
識
し
や
す
い
よ
う
に
、
明
る
い
服
装

や
反
射
材
を
身
に
着
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
運

転
者
は
、
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
や
ハ
イ
ビ
ー
ム

を
活
用
す
る
な
ど
、
夕
暮
れ
時
・
夜
間
の
歩
行
者

の
早
期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先　
防
災
安
全
課　
☎
３
４‒

８
７
２
１

12
月
11
日
か
ら
20
日
は

「
年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
期
間
」
で
す
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文化、その他あらゆる分野の活動に積極的に参加する意欲を高めることを目的としています。
　障がいのあるなしに関わらず、共に生きていく社会をつくるためには、お互いを尊重し、支え合うことが大切です。
　障がいのある人もない人も障がい福祉に関する相談窓口があるので、ぜひご利用ください。

12月3日から9日は「障害者週間」です

名　　　称 所　在　地 連　絡　先 相　談　内　容

越前町役場　福祉課 西田中13–5–1 電話：34–8725
FAX：34–1235

手帳の手続き・福祉サービス申請、
虐待・差別相談

越前町相談支援センター　さざんか
（こども支援センターえがお内） 朝日1丁目201 電話：34–2501

FAX：34–2507
福祉サービスの利用や制度、
虐待・差別相談

越前町社会福祉協議会 西田中8–20–1 電話：34–2388
FAX：34–0794

福祉啓発、ボランティア育成、
困りごと相談

越前町社会福祉協議会
障害者相談支援センター

織田106–51–1
（織田保健センター内）

電話：36–0698
FAX：36–0664

福祉サービスの利用や制度、
虐待・差別相談

ふくしの相談窓口　といといとい
（フ・クレール店舗内） 朝日1丁目504 毎月第2木曜日

午後1時30分～ 4時まで
障がい、難病、高齢、児童などに
関係なく、いろいろな相談

●ご存じですか「ヘルプマーク」
　義足や人工関節を使用している人、内部障がいや難病の人、または妊娠
初期の人など、外見から分からなくても援助や配慮を必要としている人が、
周囲の人に配慮を必要としていることを知らせることで、援助を得やすく
なるよう、作成されたマークです。

問合せ先　福祉課　☎34‒8725

　
防
災
行
政
無
線
は
、
災
害
発
生
時
な
ど
の
緊
急

時
に
、
町
民
の
み
な
さ
ん
へ
迅
速
に
避
難
情
報
な

ど
を
お
伝
え
し
、
適
切
な
行
動
を
取
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
や
戸
別
受
信
機
か
ら

音
声
で
緊
急
情
報
を
放
送
す
る
も
の
で
す
。

　
防
災
行
政
無
線
で
は
、
通
常
の
放
送
と
緊
急

時
に
流
す
放
送
が
あ
り
ま
す
。

通
常
時
の
放
送

　
通
常
は
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
関
す
る
情
報
と

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
チ
ャ
イ
ム
を
朝
日
・
宮
崎
・
織

田
地
区
で
1
日
5
回
（
6
時
、
11
時
、
12
時
、

18
時
、21
時
）、越
前
地
区
で
1
日
4
回（
6
時
、

11
時
、
17
時
、
21
時
）
流
し
て
い
ま
す
。

　
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
チ
ャ
イ
ム
は
、
町
民
の
み
な

さ
ん
に
時
間
を
お
知
ら
せ
す
る
時
報
と
防
災
行

政
無
線
の
設
備
に
異
常
が
な
い
か
確
認
す
る
意

味
合
い
で
流
し
て
い
ま
す
。

緊
急
時
の
放
送

　
緊
急
時
の
放
送
に
は
、
災
害
時
の
避
難
指
示

な
ど
人
命
に
関
す
る
情
報
や
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
（
※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
る
緊
急
情
報

の
お
知
ら
せ
や
そ
の
他
の
緊
急
事
態
に
関
す
る

情
報
が
放
送
さ
れ
ま
す
。

※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
は
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報
、
大

津
波
警
報
、
緊
急
地
震
速
報
な
ど
の
緊
急
情

報
を
人
工
衛
星
を
用
い
て
国
か
ら
送
信
し
、

市
区
町
村
の
防
災
行
政
無
線
や
携
帯
電
話
用

の
メ
ー
ル（
緊
急
速
報
メ
ー
ル
）な
ど
を
自
動

起
動
さ
せ
る
も
の
で
、
国
か
ら
住
民
ま
で
緊

急
情
報
を
瞬
時
に
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
（
年
5
回
の
訓
練
放
送
を
行
っ
て
い
ま
す
）

　
近
年
、
大
規
模
災
害
が
日
本
各
地
で
発
生
し

て
お
り
ま
す
。
防
災
行
政
無
線
を
用
い
て
避
難

の
呼
び
か
け
を
行
う
こ
と
も
あ
り
、
町
で
は
戸

別
受
信
機
の
設
置
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　
戸
別
受
信
機
は
町
内
の
世
帯
や
事
業
所
に
無

償
で
設
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
未
設
置

の
世
帯
や
事
業
所
は
是
非
と
も
設
置
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
設
置
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
役
場
防
災
安
全

課
、
ま
た
は
各
住
民
サ
ー
ビ
ス
室
に
て
お
手
続

き
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
申
請
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す

の
で
、
印
刷
し
た
も
の
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
ご
持
参
ま
た
は
、
郵
送
に
て
手
続
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
可
能
で
す
。

問
合
せ
先

　
防
災
安
全
課　
☎
３
４‒

８
７
２
１ 

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
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男
女
共
同
参
画・

人
権
の
と
び
ら ｖｏｌ.60

　

女
性
活
躍
推
進
法
は
、「
働
き
た

い
女
性
が
活
躍
で
き
る
労
働
環
境

の
整
備
を
企
業
に
義
務
付
け
る
こ

と
で
、
女
性
が
働
き
や
す
い
社
会
を

実
現
す
る
こ
と
」
を
目
的
に
平
成
28

年
4
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
4
年
4
月
1
日
に
は
改
正

女
性
活
躍
推
進
法
が
施
行
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
般
事
業
主

行
動
計
画
の
策
定
・
情
報
公
開
の
義

務
化
が
、
常
時
雇
用
労
働
者
数
が

１
０
１
人
以
上
３
０
０
人
以
下
の

事
業
主
に
拡
大
さ
れ
ま
す
。
対
象
と

な
る
事
業
主
の
人
は
施
行
日
ま
で

に
準
備
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く

は
福
井
労
働
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　

男
女
共
同
参
画
・
人
権
室

　

☎
３
４‒

８
７
１
５

知
っ
て
い
ま
す
か
？　

～
女
性
活
躍
推
進
法
～

認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と

⃝優秀な人材を確保することが
できる

⃝業務の改善が期待できる

⃝企業イメージを高めることが
できる

女性活躍を推進するメリット

施　　設　　名
令和3年12月 令和4年1月

電話番号26
㈰

27
㈪

28
㈫

29
㈬

30
㈭

31
㈮

1
㈯

2
㈰

3
㈪

4
㈫

5
㈬

朝
日
地
区

福井総合植物園プラントピア ○ ○ × × × × × × × × ○ 34-1120
道の駅「パークイン丹生ヶ丘」 × × × × × × × × × × × 34-2850
越前町老人福祉センター「幸若苑」 ○ ○ × × × × × × × × ○ 34-2095
糸 生 温 泉「泰 澄 の 杜」 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 34-2322

宮
崎
地
区

越 前 陶 芸 村 文 化 交 流 会 館 ○ × × × × × × × × × ○ 32-3200
福 井 県 陶 芸 館 ○ × × × × × × × × × ○

32-2174
越 前 古 窯 博 物 館 ○ × × × × × × × × × ○
越 前 焼 の 館 ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ 32-2199
花 み ず き 温 泉「若 竹 荘」 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ 32-2753
お も い で な フ ァ ー ム ○ ○ ○ ○ ○ 午前まで × × × × × 32-3545
越前町老人憩いの家「陶寿園」 ○ × × × × × × × × ○ ○ 32-3105

越
前
地
区

道 の 駅 「 越 前 」 ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○
37-2360越 前 温 泉 露 天 風 呂「漁 火」 ○ ○ × ○ ○ × × 短縮営業11時～ 17時 ○ ○

ア ク テ ィ ブ ハ ウ ス 越 前 ○ ○ × × × × × × × × ○
越 前 が に ミ ュ ー ジ ア ム ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ 37-2626

越前うおいち
１ 階 売 店 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

37-2500
２階レストラン ○ ○ × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

越 前 温 泉「道 の 湯」 ○ ○ × × × × × × × 〇 〇 37-2260
越前温泉露天風呂「日本海」 ○ ○ ○ ○ ○ × × 短縮営業11時～ 17時 ○ ○ 39-1126
越 前 岬 水 仙 ラ ン ド ○ ○ ○ ○ ○ × × 短縮営業 9 時～ 16時 ○ ○ 37-2501

織
田
地
区

織 田 文 化 歴 史 館 ○ × × × × × × × × × ○ 36-2288
雨 田 光 平 記 念 館 ○ × × × × × × × × × ○ 36-2666
オ タ イ コ ･ ヒ ル ズ ○ × × ○ ○ ○ レストラン× ○ ○ × × 36-2061
悠 久 ロ マ ン の 杜 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 36-2050

※あくまでも予定ですので、変更する場合がございます。　※詳しくは各施設へお問合せください。
※越前温泉「なぎさの湯」については、現在屋上防水工事中のため、調整中。
※道の駅「パークイン丹生ヶ丘」については、リニューアル工事のため、休業予定。

年末年始の施設営業日のご案内 年末年始のごみ収集日程のお知らせ

朝　日　地　区
令和3年12月 令和4年1月

22
㈬

23
㈭

24
㈮

25
㈯

26
㈰

27
㈪

28
㈫

29
㈬

30
㈭

31
㈮

1
㈯

2
㈰

3
㈪

4
㈫

5
㈬

6
㈭

7
㈮

Ａ
地
区

可 燃 ご み ○ ○ ○ ○ ○
不燃ごみ・空き缶・空き瓶・
乾 電 池 類 ・ス プ レ ー 缶 ○ ○ ○

ペットボトル・紙パック・蛍光灯 ○

プラスチック製容器包装 ○

西田中・東内郡・内郡・朝日・上川去・春日・岩開・佐々生・宇田・気比庄・新庄・馬場・田中・田中団地・市・乙坂・栃川
宮の西団地・天王・宝泉寺・金谷・青野・青野団地・茱原・小倉・小倉団地・葛野・野田・下糸生・脇・上糸生

Ｂ
地
区

可 燃 ご み ○ ○ ○ ○ ○
不燃ごみ・空き缶・空き瓶・
乾 電 池 類・ ス プ レ ー 缶 ○

ペットボトル・紙パック・蛍光灯 ○

プラスチック製容器包装 ○

町営朝日団地・漆本・頭谷・境野・横山・牛越・野末・大畑・上野田団地・大谷寺・中野・大玉・清水・森・杖立・小川・真木・天谷

※朝日地区の可燃ごみ最終収集日は、12月30日（木）です。年始は、1月3日（月）から収集します。
※不燃ごみは、Ａ地区、Ｂ地区ともに1月5日（水）から収集します。
※プラスチック製容器包装は、1月4日（火）から収集します。

織　田　地　区
令和3年12月 令和4年1月

22
㈬

23
㈭

24
㈮

25
㈯

26
㈰

27
㈪

28
㈫

29
㈬

30
㈭

31
㈮

1
㈯

2
㈰

3
㈪

4
㈫

5
㈬

6
㈭

7
㈮

Ａ
地
区

可 燃 ご み ○ ○ ○ ○ ○
不燃ごみ・空き缶・空き瓶・
ペットボトル・紙パック・
乾 電 池 類・ ス プ レ ー 缶

○

プラスチック製容器包装 ○
新 聞 紙 ・雑 誌 類
ダ ン ボ ー ル ・繊 維 類 ○

辻・高橋・北・鎌坂・東・馬場・寺家（一部Ｂ地区）・上野・平等・下河原・上戸

Ｂ
地
区

可 燃 ご み ○ ○ ○ ○ ○
不燃ごみ・空き缶・空き瓶・
ペットボトル・紙パック・
乾 電 池 類・ ス プ レ ー 缶

○

プラスチック製容器包装 ○
新 聞 紙 ・雑 誌 類
ダ ン ボ ー ル ・繊 維 類 ○

堤・杉の花・寺家（一部Ａ地区）・中・大王丸・三崎・四ツ杉・下山中・上山中・打越・赤井谷・山田・入尾・笈松・丸山団地
萩野の里・西ヶ丘・脇谷・細野・岩倉・笹川

※織田A地区の可燃ごみ最終収集日は、12月30日（木）です。年始は1月3日（月）から収集します。
※織田B地区の可燃ごみ最終収集日は、12月30日（木）です。年始は1月4日（火）から収集します。

自己搬入の場合
鯖江クリーンセンター　☎51–2310
年末特別搬入	 12月30日（木）　午前8時30分～ 11時30分まで受入れします。
年始　1月4日（火）から通常営業します。
※年末は大変混雑しますので、時間に余裕をもって搬入してください。

し尿収集の申し込み
㈲ニュークリーン公社　☎34–5512
年末　12月21日（火）までに申し込みがあれば年内に収集します。
年始　 1 月 5 日（水）から通常営業します。

○印（収集日）

※宮崎地区、越前地区は、各世帯に配布してありますごみカレンダーをご覧ください。
※町ホームページにもごみカレンダーを掲載しております。

問合せ先　住民環境課　☎34‒8708
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工事等発注一覧（予定価格250万円以上）  10月16日〜11月１５日
工　　　事　　　等　　　名 地　係 請負金額 請負業者名 主管課

令和３年度	 越前北部処理場機器取替工事（その２） 小 樟 6,600,000 ㈱大生 上下水道課

令和３年度	 越前地域福祉センター屋上防水改修工事 梅 浦 22,770,000 岬建設㈱ 福 祉 課

令和３年度	 西田中駅前団地改修工事 東 内 郡 22,550,000 ㈱松田工務店 定住促進課

令和３年度	 西田中駅前団地建具取替工事 東 内 郡 4,205,300 西田中建設㈱ 定住促進課

令和３年度	（県単）林道林河内線法面保全工事 三 崎 3,099,800 オタ建設㈱ 農林水産課

令和３年度	 米ノ浄水場次亜塩素貯留タンク取替工事 米 ノ 2,673,000 ㈱大生 上下水道課

令和３年度	 杉の花橋補修工事 織 田 2,970,000 山口組 建 設 課

令和３年度	 公共下水道事業管渠布設工事（織田地区） 織 田 4,786,100 丸善工務店㈱ 上下水道課

令和３年度	 町道午房ヶ平線道路維持補修工事 午房ヶ平 11,165,000 橋本建設㈱ 建 設 課

令和３年度	 原橋ほか橋梁補修工事 下河原・細野 4,694,800 ㈱伊部建設 建 設 課

冬への備えは万全ですか？ 12月1日から7日までは「雪に備える週間」です。
冬を迎えるにあたってのルールやマナーを考え、安全、安心な冬を過ごしましょう。

寒くなると、凍結により水が出なくなったり、
水道管が破裂することがありますので、次のことに注意しましょう。

冬の準備はお済みですか？
雪対策で快適な冬を！

冬季の上下水道料金について

冬季の水道使用の注意点！

※今月号折込のチラシもあわせてご覧ください

◦冬用タイヤを必ず装着しましょう。タイヤ
はすり減っていませんか？

◦耐寒用品などを含めた非常持ち出し品を準
備しておきましょう。

◦路上駐車は除雪の妨げになります。必ず駐
車場に停めましょう。

◦蛇口や水道メーターの
周りに保温材や布を巻
いて保温する。

◦凍結したと思われる部分（蛇口、水道管な
ど）に布をかぶせ、その上からぬるま湯を
かけて溶かす。

※熱湯をかけると破損するおそれがあります
ので、ご注意ください。

◦寒い屋外で雪かきをするときは、体調管理に
十分に注意しましょう。

◦降積雪時のマイカーの利用はなるべく控え、
公共交通機関を利用しましょう。

◦除排雪された雪の道路への投げ捨てはやめま
しょう。

◦小型除雪機による事故や屋根の雪下ろしによ
る転落などには十分注意しましょう。

◦生活道路や歩道、バス停、消火栓、防火水
槽、用水路付近も地域ぐるみで雪かきをし
ましょう。

◦凍結防止のために出しっぱなしにしない。
◦融雪に水道水を使用しない。
◦使用しない小屋や空き家などの止水栓を　

閉める。

◦水道メーターボックス内の止水栓を閉めて水
を止める。

※上下水道課と給水装置指定工事店へご連絡く
ださい。

問合せ先　建設課　☎34‒8703

問合せ先　上下水道課　☎34‒8707

雪が降るまでに…雪が降るまでに…

凍結防止のために…凍結防止のために…

凍結により水が出ないときは…凍結により水が出ないときは…

雪が降ったら…雪が降ったら…

水不足防止のために…水不足防止のために…

水道管が破裂したときは…水道管が破裂したときは…

　冬は積雪のため、水道メーターの検針ができない場合があります。水道メーターボックス周りの除雪をお願いします。
検針ができなかった月の上下水道料金は、最後に検針できた月の9割を概算で請求し、その後検針できた月に精算します。
　なお、概算請求の場合は、検針のお知らせ票に「積雪のため概算で請求させていただきます」とメッセージが記載さ
れます。料金精算は、概算請求のメッセージがなくなった月にされますので、あらかじめご了承ください。

消防署からのお知らせ

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署	 丹 生 分 署　☎36‒0119
	 朝日分遣所　☎34‒0119
	 越前分遣所　☎37‒0119
	 http://www.fd-sabaenyu.jp/

越前消防団　団員募集中
消防団に入って、越前町を守ってみませんか？

I n f o r m a t i o n  f r o m  f i r e  d e p a r t m e n t

冬のヒートショックは要注意！！！
　「ヒートショック」とは、急な温度の変化に
よって心臓や血管に負担がかかり、体に異常が
起きることをいいます。たとえば、入浴のため
暖かい部屋から寒い脱衣場や浴室に行くと、気
温の差により血管が縮んで急に血圧が上がりま
す。その後、浴槽に入ると体が温まり血管が拡
がって血圧が下がります。これらの原因で、頭
や心臓の病気が発生したり、立ち上がった際に
立ちくらみのような症状が起こり意識を失うことや、浴槽で溺れることもあります。
　また、トイレなど暖房の無い場所でも同様の注意が必要ですので以下のポイントを守りヒートショック
を予防しましょう。

ポイント❶　脱衣場と浴室を暖める！
脱衣場や浴室を暖めておくことが重要です。

●ポイント❷　家族にひと声かける！
公衆浴場を利用するなど、一人での入浴を控えましょう。

●ポイント❸　お風呂の温度は低めに設定！
41℃以下に設定することが勧められています。
また、入浴前にかけ湯をして体を慣れさせましょう。

●ポイント❹　食事の直後や飲酒時の入浴を控える！
食後1時間以内や飲酒時は入浴を控えましょう。

高い

暖かい部屋
血圧が安定

寒い脱衣所・浴室
血管が縮んで血圧上昇

熱いお風呂
血管が広がり血圧低下

低い

血
圧

ヒートショック予防のポイント
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温度だね良い湯加減は天国だ	 林　栄美子
温度良く揚げた天ぷらなごむ膳	 嵐　喜美枝川 柳リーダーが居て発奮のネジを巻く	 渡辺　照子

ほうろくで炒ってた母の雛あられ	 松村　典子川 柳

問合せ先    福祉課　☎34‒8725

日常生活で使える簡単な手話を覚えて、
手話で会話してみましょう！第8回

両腕と身体を縮こ両腕と身体を縮こ
ませ、両手こぶしませ、両手こぶし
を上に向けて左右を上に向けて左右
に震わせる。に震わせる。

①湾曲させた右手①湾曲させた右手
の指先を左胸にの指先を左胸に
あててから、あててから、

②右胸に　②右胸に　
あてる。あてる。

冬・寒い

大丈夫

両手こぶしを向両手こぶしを向
き合わせ、ハンき合わせ、ハン
ドルを回すしぐドルを回すしぐ
さをする。さをする。

運転

図書館だより

町立図書館  ☎34–0395　　越 前 分 館  ☎37–7713
宮 崎 分 館  ☎32–7713　　織 田 分 館  ☎36–2288

問合せ先

　15回目を迎えた本の帯コンクールに、町内の小学4年生から中学2年生を対象に募集をしました。
小学生296点、中学生149点、計445点の応募があり、審査の結果、越前町教育長賞1点、越前町
図書館協議会委員長賞1点、優秀賞21点、入選64点が選ばれました。教育長賞を受賞した作品は、
しおりにして各図書館で希望者に配付します。

町立図書館で所蔵していた雑誌等を無償提供します。

優秀作品を各図書館で巡回展示します。

展示期間
12月 1 日（水）～ 12月12日（日）　町立図書館   　　　1月 6 日（木）～ 1月16日（日）　越前分館
12月16日（木）～ 12月26日（日）　宮崎分館   　　　　1月20日（木）～ 1月30日（日）　織田分館

朝日中学校1年　坂下　美和
『明るい夜に出かけて』　佐藤　多佳子著

朝日小学校6年　高野　仁瑚
『オランウータンに会いたい』　久世　濃子著

第15回越前町図書館本の帯コンクール入賞作品決定！

無料古本市の開催

越前町教育長賞

越前町図書館協議会委員長賞

期　　間   12月4日（土）～ 26日（日）　　　　　場　　所   越前町立図書館
提供雑誌   2019年4月号～ 2020年3月号

安心、オレンジページ、サライ、きょうの料理、クロワッサン、芸術新潮、趣味の園芸、
すてきにハンドメイド、Newton、ＰＨＰ、文藝春秋、婦人公論、など

※お一人さま1誌につき3冊まで

　「国の教育ローン」は、 「家庭の経済的負担の軽減」 「教育の機会均等」という目的のために昭和54年に創設された
公的な融資制度です。民間金融機関の補完を旨とする政策金融機関である日本政策金融公庫（日本公庫）が扱って
います。高校、短大、大学、専修学校、各種学校や外国の高校、大学などに入学・在学するお子さんがいるご家庭を
対象としています。

詳しくは、ホームページ（「国の教育ローン」で検索）または教育ローンコールセンターまでお問い合わせください。

融 資 額 	 子ども一人あたり350万円以内

金　　利 	 年1.65%（固定金利）
※「母子家庭」、「父子家庭」、「世帯年収

200万円（所得132万円）以内の家庭」
　または「子ども3 人以上の世帯で世帯

年収500万円（所得365万円）以内の
家庭」は年1.25%

　（令和 3 年11月1日現在）

使いみち 	 入学金、授業料、教科書代、
	 アパート・マンションの敷金、家賃など

返済期間 	 15年以内
※「交通遺児家庭」、「母子家庭」、「父子

家庭」、「世帯年収200万円（所得132
万円）以内の家庭」

　または「子ども3 人以上の世帯で世帯
年収500万円（所得365万円）以内の
家庭」は18年以内

返済方法 	 毎月元利均等返済
	 （ボーナス時増額返済も可能）

保　　証   （公財）教育資金融資保証基金
	 （連帯保証人による保証も可能）

問合せ先 	 教育ローンコールセンター　☎0570‒008656　または　☎03‒5321‒8656

教育資金教育資金をを国国のの教育ローン教育ローン
（日本政策金融公庫）が（日本政策金融公庫）がサポートサポートします！します！
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一枚を着たり脱いだりする温度	 武藤　久子
医者通ういつの間にやら中間増え	 山内　千代川 柳
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越前水仙プレゼント
12月18日・19日　先着200名様
12月25・26日／ 1月8・9・10・15・16日　先着100名様

水仙郷を巡る周遊バスの運行
12月18・19日／ 1月8・9・10日　各日午前9時30分～
◦午前11時～　◦午後1時～　◦午後2時～（所要時間約40分）
定員8名様（当日現地にてお申込み）
12月18日㈯・19日㈰はシャトルバス運行

（玉川駐車場 ⇔ 水仙ランド下 ⇔ 水仙ランド上）

陶芸体験
12月18・19日　越前焼作家と一緒にろくろ体験（300円）
　　　　　　　  作品を仕上げることも可能（1,000円）
また、水仙の館内で3,000円以上お買い上げの方にはろくろ体験
の無料券をプレゼント
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陶芸村だより 2021年

12月

越前焼の館 ☎32‒2199
開館時間／平　日10：00 ～ 16：00
　　　　　土日祝  9：00 ～ 17：00
休 館 日／年末年始のみ

越前陶芸村文化交流会館
☎32‒3200
開館時間／9：00～17：00（最終入館は16：30）
休 館 日／月曜（祝日を除く）、祝日の翌日、年末年始

福井県陶芸館・越前古窯博物館
☎32‒2174
開館時間／9：00 ～ 17：00（最終入館は16：30）
休 館 日／月曜（祝日を除く）、祝日の翌日、年末年始

福井県陶芸館・越前古窯博物館　イベント情報 問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

越前陶芸村文化交流会館　イベント情報 問合せ先　越前陶芸村文化交流会館　☎32‒3200

福井を代表する「越前焼」と「越前水仙」
のコラボ展示会。会場に一歩足を踏み
入れると越前焼の花器に活けられた越
前水仙の甘い香りが漂います。窯元力
作、約200点の花器の中から、新年を
迎えるための花器を探してみてはいか
がでしょうか。

日　時	 12月11日（土）～12月26日（日）
場　所	 越前陶芸村文化交流会館　ロビー
時　間	 9：00～17：00（最終入館は16：30）
料　金	 入館無料

特別講師	 JSA  アイシングクッキー
	 認定講師  西岡晴香氏
期　間	 12月19日（日）
時　間	 10：00～、13：00～
場　所	 越前古窯博物館
	 旧水野家住宅

料　金	 2,000円
	 ホット抹茶ミルクと

クッキー付
定　員	 各回20名
	 事前予約優先
持ち物	 エプロン、三角巾

期　間	 12月18日（土）、
	 19日（日）
時　間	 14：00～
場　所	 福井県陶芸館
	 陶芸教室
料　金	 1,800円

定　員	 各回10組
	 （1 組 3 名まで）
	 事前予約優先

みんな集まれ

Gallery ＣＵＢＥ
越前窯 みんなで焼いたんやっ展２

4種類のクッキーにアイシングして、
カラフルでかわいいクリスマスモチー
フのアイシングクッキーを作ります。

越前焼のクリスマスツリーにモールやデコパーツで飾
り付けをして、オリジナルツリーでクリスマスを楽し
もう。中に灯りを入れて灯りとりとしても楽しめます。

今年2度目のあな窯焼成に若手陶芸家たちが挑戦。作品作り、窯詰、
窯焚き、窯出しと越前焼の伝統を守りながら生まれた作品たちを
ぜひご覧ください。

期　間	 11月30日（火）～３月６日（日）

越前焼の館　イベント情報 問合せ先　越前焼の館　☎32‒2199

クリスマスの
アイシングクッキー作り

灯りがともるやきものの
クリスマスツリーをデコろう



少人数趣味が同じの良き仲間	 山谷　ゆり
温度差を調節夫婦丸くいる	 司辻　文子川 柳温かい仲間で励む趣味の会	 向当みつ子

苦も楽も越えるパワーを仲間から	 原　　榮子川 柳

LET'S
レ ッ ツ

つるかめ

こちら健康増進係 み な さ ん の 健 康 づ く り を 応 援 し ま す ！第70回
H e a l t h  P r o m o t i o n  e n g a g e m e n t

新型コロナワクチンの追加（3回目）接種について

　新型コロナワクチンを2回接種した場合であっても、接種後の時間経過とともにワクチンの有効性や免疫原
性が低下することが報告されています。このことから、新型コロナワクチンの追加接種（3回目接種）の実施
についての方針が国から示されました。町においても、国の方針に基づき接種体制を構築していく予定です。

　接種スケジュール　 
　今月より、医療従事者等の接種を町内医療機関において開始す
る予定ですが、その他3回目接種に関する詳細なスケジュール等
に関しましては、改めてお知らせいたします。

　接 種 対 象 者　 
　2回目接種を終了した人のうち、概ね8か月以上経過した人。
順次、3回目の接種券が届きますので、接種を希望する人は、予
約してください。

　町 内 接 種 会 場　 
医療機関　伊部病院、藤田医院、長田内科胃腸科医院、両林医院、橘医院

サンライズ織田集団接種会場

問合せ先　子育て世代包括支援センター
　　　　　☎34–8821

子育て世代子育て世代
包括支援センターだより包括支援センターだより一般的に、「夜泣き」とは、赤ちゃんや幼児が、

特に理由が見つからず泣くことを指します。

　人間は、寝ている間に、日中の学習
の記憶を整理しますが、赤ちゃんは、
脳の発達が途中なので、たくさんの刺
激は整理が追い付かず、脳がくたびれ
てしまいます。それが、夜泣きにつな
がります。しかし、脳の成長とともに、
1～ 3か月の間におさまってくるといわ
れています。

⃝朝は決まった時間に起こして、光を浴びましょう。
⃝日中は元気に遊び、夜はぐっすり眠るための生活リズム

を作りましょう。
⃝部屋の温度や湿度を快適に保ちましょう。
	 目安：温度（春・秋20 ～ 25℃、夏26 ～ 28℃、冬20 ～

23℃）、湿度（50 ～ 60％）
⃝お風呂上りには、全身をやさしくなでてみましょう。
⃝眠る前は、授乳でお腹を満足にしましょう。
⃝寝室は、暗く静かにしてあげましょう。
⃝夜泣きは、家族で対応しましょう。1人で抱え込

まず、家族と協力しながら乗り越えましょう。

「夜泣き」について「夜泣き」について

夜泣きはなぜおこるのでしょう？ 夜泣きを乗り切るために

　この教室では、麻雀などのボードゲームを行います。脳に刺激を与え、活性化させることで認知症
を予防しましょう！！
　複数人で楽しめるゲームを多く用意しているので楽しく話しながら、頭を使うことでより脳を活性
化することができます！

開催日 	12月9日・23日

時　間 	午後1時30分〜 3時

場　所 	ショッピングセンター
	 メルシ1階  フロア

持ち物 	水分補給できる物

問合せ 	越前町地域包括支援
	 センター
	 ☎0778–34–8729

こころとからだのカレンダー

♠休日当番医（午前9時〜午後5時）
12月 5 日㈰ 藤田医院 ☎34–0044

12月12日㈰ 両林医院 ☎37–0005

12月19日㈰ 伊部病院 ☎34–0220

12月26日㈰ 織田病院 ☎36–1000

12月29日㈬ 藤田医院 ☎34–0044

12月30日㈭ 織田病院 ☎36–1000

12月31日㈮ 織田病院 ☎36–1000

♠心をいやす相談会（予約制）
12月27日㈪ 午前 9 時30分～正午 越前町役場

※電話相談になる場合があります。

♥3歳児健診
12月 8 日㈬ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥助産師さんとの座談会（予約制）
12月10日㈮ 午前 9 時30分～正午 はぎの子育て支援センター

問合せ先	 ♠健康保険課	 ☎34‒8710
	 ♥子育て世代包括支援センター	☎34‒8821
	 ♦越前町社会福祉協議会	 ☎34‒2388

♥5歳児健診
12月22日㈬ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥すまいる教室（予約制） 
12月16日㈭ 午前10時～ 11時30分 朝日保健センター

♥離乳食教室（予約制）
12月17日㈮ 午前 9 時30分～正午 織田コミュニティセンター

受　付　時　間 健診※1 肺がん 胃がん 子宮頸がん 乳がん

12月 5 日㈰ 織田コミュニティセンター
午前 9 時～ 11時 ● ● ● ●受付10時まで ●
午後 1 時～ 3 時 ● ●

12月22日㈬
宮崎コミュニティセンター 午前 8 時30分～ 10時30分 ● ●

朝日保健センター（朝寿殿） 午後 1 時～ 2 時 ● ● ● ●
※1　肝炎検査・ピロリ菌検査・前立腺がん検診もあわせて実施。 							     
※2　大腸がん検診はすべての会場で検査容器の配布・回収をしています。

♠集団健康診査（予約制）

♦わいわい広場（子育てサロンのお部屋開放）
毎週水、金曜日 子育てサロンの後　午後 2 時まで

社会福祉センター
第1 〜 4土曜・祝日 午前 9 時30分〜午後 2 時まで

※12/29 〜 1/3まで年末年始のためお休み

♦子育てサロン
毎週水、金 午前 9 時30分～ 11時30分 社会福祉センター

※12/29 〜 1/3まで年末年始のためお休み

♦くらしの困りごと相談会（予約制）
12月 7 日㈫

午後 1 時～ 4 時
宮﨑コミュニティセンター

12月21日㈫ 織田コミュニティセンター

♦介護おはなし会（予約制）　※介護講座
12月25日㈯ 午後 1 時30分～ 2 時30分 社会福祉センター 教　室　内　容

⃝ミニフレイル講座
⃝麻雀などのボードゲーム
⃝トランプを使用したゲーム

いきいき脳活教室を
開催します！！

問合せ先　健康保険課内新型コロナワクチン接種係  ☎３４‒１２３０

広報 えちぜん 18広報 えちぜん19 令和 ３ 年 12 月号令和 ３ 年 12 月号

えちぜん健康な暮らしのために
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■「ブレイン博士の脳トレ研究所」
脳を活性化させるトレーニング「脳トレ」に挑戦する
番組。ブレイン博士が出題するさまざまな問題に、一
緒に取り組んでいきましょう！
【毎日　①9：45～　②14：45～　③18：45～】

■「ハッピーたんなんニューイヤー2022」
寅年でレッツトライ！年越しスペシャル
豪華賞品が当たる大抽選会
【生放送　12月31日（金）　23：30~】

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
101

―
『
黄
檗
版
一
切
経
』
編  

㉕  

―

たんなんスマイルTV（デジタル091ch）

12月の越前町関連の番組放送予定

丹南ケーブルテレビガイド

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。
問合せ先　丹南ケーブルテレビ㈱
　　　　　番組制作課　☎51–0101

※町公式動画チャンネルで「いきいき情報局」
を配信中！テレビ放送が終了したバック
ナンバーは、こちらからご覧いただけます。

■	「越前町いきいき情報局」
生活のオトク情報を放送中！
①7：55～　②12：55～
③19：55～　毎日5分間放送中！

■『丹生高等学校　中高連携生の1日』
11月27日 ~12月10日

■『越前がにラッピングバスの運行について』
12月11日 ~12月31日

学芸員M

E子

知ってる人が
出演してるかも?

丹南ケーブルテレビ
キャラクター
けーぶるん

なかよしひろば（園開
放）は、新型コロナウ
イルス感染拡大防止対
策のため、個別対応と
させていただいていま
す。利用を希望する人
は保育所（園）にお問
い合わせください。

保育所（園） 電話番号

朝 日 西 保 育 所 34–5602

朝 日 南 保 育 所 34–1614

あ さ ひ 保 育 所 34–0081

あさがお保育園 34–1110

宮崎中央保育所 32–2067

小 曽 原 保 育 所 32–2039

陶 の 谷 保 育 所 32–3014

西 徳 寺 保 育 園 37–1354

四 ヶ 浦 保 育 園 37–0305

織 田 保 育 所 36–0160

はぎのこども園 36–0396

た い ら 保 育 園 36–0251

人口と世帯
（11月1日現在）

人　口	 20,647 人

　男	 10,058 人
　女	 10,589 人
世帯数	 7,214 戸

（前月より17人の減）

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

　
11
月
6
日
に
越
前
が
に
漁
が
解
禁
さ
れ
、同
日

午
後
4
時
か
ら
初
競
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
競
り
の
参
加
業
者
や
漁
協
関
係
者
に
加
え
、多

く
の
報
道
陣
や
初
競
り
を
一
目
見
よ
う
と
訪
れ

た
観
光
客
で
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

青
柳
町
長
の
鐘
の
合
図
で
始
ま
っ
た
初
競
り

で
は
、ズ
ワ
イ
ガ
ニ
4
，6
0
0
匹
、セ
イ
コ
ガ
ニ

1
1
5
，0
0
0
匹
が
並
べ
ら
れ
、
威
勢
の
良
い

掛
け
声
の
中
、次
々
と
競
り
落
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
中
で
も
、
極
は
史
上
最
高
値
の
80
万
円
で
競

り
落
と
さ
れ
、大
き
な
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

　
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
は
3
月
20
日
、セ
イ
コ
ガ
ニ
は
12

月
31
日
ま
で
の
漁
期
で
す
。
冬
の
味
覚
の
王
様
、

越
前
が
に
を
ぜ
ひ
味
わ
い
た
い
で
す
ね
。

表
紙
の
写
真

　
越
前
町
で
育
っ
た
私
は
、も
れ
な
く
蟹
が
大
好

物
で
、子
ど
も
の
頃
は
越
前
が
に
漁
が
解
禁
さ
れ

る
と「
食
べ
た
い
！
」
と
家
族
に
ね
だ
っ
て
い
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
。
食
卓
に
出
て
く
る
の
は
、
決

ま
っ
て
せ
い
こ
が
に
で
し
た
が
、そ
れ
で
も
嬉
し

く
、
少
し
で
も
身
を
残
さ
な
い
よ
う
に
、
手
や
服

を
よ
ご
し
な
が
ら
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　
今
で
は
、越
前
が
に
は
簡
単
に
食
べ
る
こ
と
が

で
き
な
い
高
級
品
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま

す
。子
ど
も
の
頃
に
無
邪
気
に
ね
だ
っ
た
こ
と
は

親
を
困
ら
せ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。自
分
の
た
め
だ

け
に
越
前
が
に
を
買
う
こ
と
は
躊
躇
し
て
し
ま

い
ま
す
が
、将
来
、家
族
に
ね
だ
ら
れ
た
時
に
は
、

親
に
し
て
も
ら
っ
た
よ
う
に
、威
勢
よ
く
振
舞
い

た
い
も
の
で
す
。
ま
あ
、
そ
の
時
も
せ
い
こ
が
に

で
す
け
ど
ね
。

編
集
後
記

（
敬
称
略
、
11
月
15
日
現
在
）

（
11
月
15
日
現
在
）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

東
内
郡	

伊
藤
　
正
廣
さ
ん
（
73
歳
）

西
田
中	

小
川
　
金
五
さ
ん
（
83
歳
）

西
田
中	

佐
々
木
　
彰
さ
ん
（
87
歳
）

内
　
郡	

上
山
　
修
二
さ
ん
（
78
歳
）

朝
　
日	

藤
川
　
昭
子
さ
ん
（
92
歳
）

上
川
去	

髙
山
　
亜
彦
さ
ん
（
79
歳
）

佐
々
生	

藤
井
　
　
進
さ
ん
（
88
歳
）

気
比
庄	

織
田
　
　
奬
さ
ん
（
88
歳
）

田
　
中	

進
士
よ
し
を
さ
ん
（
88
歳
）

金
　
谷	

𠮷
田
ヒ
デ
ヲ
さ
ん
（
95
歳
）

青
　
野	

荒
木
　
　
稔
さ
ん
（
92
歳
）

小
　
倉	

渡
邉
キ
ク
イ
さ
ん
（
95
歳
）

古
　
屋	

木
村
　
和
十
さ
ん
（
86
歳
）

古
　
屋	

水
上
ミ
ヨ
子
さ
ん
（
89
歳
）

小
曽
原	

水
野
　
淑
子
さ
ん
（
89
歳
）

小
曽
原	

加
藤
　
瑶
子
さ
ん
（
85
歳
）

小
曽
原	

髙
原
き
よ
子
さ
ん
（
96
歳
）

江
　
波	

竹
内
　
茂
雄
さ
ん
（
78
歳
）

舟
　
場	

西
尾
　
　
幸
さ
ん
（
89
歳
）

舟
　
場	

八
田
さ
さ
の
さ
ん
（
94
歳
）

梅
　
浦	

故
田
　
艶
子
さ
ん
（
97
歳
）

梅
　
浦	

神
﨑
　
康
三
さ
ん
（
79
歳
）

　
宿	

福
澤
　
タ
ヅ
さ
ん
（
94
歳
）

大
　
樟	

樟
本
　
恭
子
さ
ん
（
100
歳
）

道
　
口	

畑
段
美
智
信
さ
ん
（
96
歳
）

高
　
佐	

間
之
口
長
幸
さ
ん
（
73
歳
）

笈
　
松	

向
　
　
定
義
さ
ん
（
90
歳
）

細
　
野	

渡
辺
　
　
稔
さ
ん
（
81
歳
）

細
　
野	

𠩤
ヒ
デ
ヲ
さ
ん
（
100
歳
）

朝　

日	

相そ
う

馬ま　

依え

奈な

（
克
基
、
女
）

朝　

日	

大だ
い

道ど
う

心こ

与よ

莉り

（
俊
明
、
女
）

気
比
庄	

米よ
ね

村む
ら

虎こ

汰た

朗ろ
う

（
和
樹
、
男
）

気
比
庄	

中な
か

田た　

大た
い

晴せ
い

（
良
幸
、
男
）

小
曽
原	

木き

原は
ら　

　

凛り
ん

（
和
磨
、
女
）

江　

波	

小こ

山や
ま　

泰た

央お

（
亮
太
、
男
）

宇
須
尾	

西に
し

森も
り　

悠ゆ
う

真ま

（
敬
太
、
男
）

大　

樟	

木き

村む
ら　

珠し
ゅ

梨り

（
龍
二
、
女
）

　

辻	

今い
ま

川が
わ　

　

瀧た
き

（
達
郎
、
男
）

上　

戸	

坂さ
か

下し
た　

優ゆ

菜な

（
誠
、
女
）

学
Ｍ	

　
こ
ん
に
ち
は
。

Ｅ
子	

　
こ
ん
に
ち
は
。
前
回
ま
で
は
、
中
国
に
仏
教
が

伝
来
す
る
と
、イ
ン
ド
や
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
経
典

が
大
量
に
も
た
ら
さ
れ
、次
々
と
漢
語
に
翻
訳
さ

れ
て
い
く
、と
い
う
話
で
し
た
。

学
Ｍ	

　
こ
れ
ら
の
原
典
に
は
、
異
な
る
時
代
や
さ
ま
ざ

ま
な
地
域
で
作
ら
れ
た
も
の
が
混
在
し
て
い
ま
す
。

	

　
ま
た
、ひ
と
つ
の
原
典
を
何
度
も
翻
訳
し
た
も

の（
同
本
異
訳
）、経
典
の
一
部
分
の
訳（
抄
訳
）、

中
国
で
成
立
し
た
経
典（
疑
経
・
偽
経
）
も
あ
り

ま
し
た
。

Ｅ
子　
こ
う
や
っ
て
、膨
大
な
数
の
漢
訳
経
典
が
作
ら
れ

て
い
っ
た
の
で
す
ね
。

学
Ｍ　
す
る
と
、な
か
に
は
矛
盾
し
た
内
容
の
経
典
も
含

ま
れ
、布
教
や
仏
典
研
究
の
進
展
に
大
き
な
弊
害

を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

	

　
そ
こ
で
、経
典
を
大
乗
・
小
乗
、経
・
律
・
論
な

ど
と
分
類
し
、真
偽
の
ほ
ど
や
現
存
の
有
無
を
整

理
す
る
た
め
、中
国
で
は
仏
教
経
典
の
目
録
が
作

成
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

Ｅ
子	

　
こ
の
目
録
を
、「
経

き
ょ
う

録ろ
く

」と
い
う
の
で
す
ね
。

学
Ｍ	

　
そ
う
で
す
。三
世
紀
に
は
す
で
に
経
録
が
作
ら

れ
た
と
の
記
録
が
あ
り
ま
す
。

Ｅ
子	

　
現
存
最
古
の
経
録
は
、い
つ
の
時
代
の
も
の
で

す
か
？

学
Ｍ	

　
南
朝
梁（
五
〇
二
～
五
七
）で
、僧そ

う

祐ゆ
う（
四
四
五

～
五
一
八
）が
撰
述
し
た『
出

し
ゅ
つ

三さ
ん

蔵ぞ
う

記き

集し
ゅ
う』全
一
五

巻
で
す
。

	

　

そ
し
て
、
唐（
六
一
八
～
九
〇
七
）
の
時
代
に

な
り
、智ち

昇し
ょ
う（
六
五
八
～
七
四
〇
）が『
開か

い

元げ
ん

釈し
ゃ
っ

教き
ょ
う

録ろ
く

』を
編
集
し
ま
し
た
。

Ｅ
子	

　
『
開
元
釈
教
録
』
の
名
前
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

学
Ｍ	

　
『
開
元
釈
教
録
』に
は
、王
朝
ご
と
に
翻
訳
者
と

そ
の
翻
訳
が
列
挙
さ
れ
、巻
数
・
翻
訳
年
・
異
訳
・

存
欠
な
ど
を
注
記
し
て
い
ま
す
。そ
の
後
の
経
録

編
集
の
指
針
と
な
っ
た
画
期
的
な
資
料
と
し
て

珍
重
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

Ｅ
子	

　
経
録
の
作
成
と
大
蔵
経
の
編
纂
に
は
、ど
の
よ

う
な
関
係
が
あ
る
の
で
す
か
。

学
Ｍ	

　
大
蔵
経（
一
切
経
）に
は
、経
録
よ
り
抽
出
さ
れ

た
経
典
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。と
く
に
、『
開
元

釈
教
録
』は
入
蔵
経
選
定
の
基
準
と
な
っ
た
点
で
、

重
要
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

Ｅ
子	

　
難
し
い
で
す
ね
。
分
か
り
や
す
く
い
う
と
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
？

学
Ｍ	

　
『
開
元
釈
教
録
』に
は
、「
入
蔵
録
」と
い
う
、大

蔵
経
に
収
録
さ
れ
た
経
典
の
一
覧
が
あ
り
ま
す
。

後
世
に
な
り
、
新
た
に
大
蔵
経
を
編
纂
す
る
際
、

こ
の
入
蔵
録
を
参
照
し
、ど
の
経
典
を
収
録
し
よ

う
か
判
断
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Ｅ
子	

　
つ
ま
り
、『
開
元
釈
教
録
』は
経
録
の
決
定
版
と

い
え
る
の
で
す
ね
。

【
引
用
・
参
考
文
献
】

佛
教
史
学
会 

編『
仏
教
史
研
究
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』法
蔵

館　
二
〇
一
七
年
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み
ん
な
で
築
こ
う 

人
権
の
世
紀

「
第
73
回
人
権
週
間
」   

12
月
4
日
〜
10
日

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

12
月
10
日
〜
16
日

　
昭
和
23
年
12
月
10
日
は
国
連
で
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採
択
さ

れ
た
日
で
す
。
宣
言
に
は
、「
す
べ
て
の
人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら
に

し
て
自
由
で
あ
り
、
か
つ
、
尊
厳
と
権
利
と
に
つ
い
て
平
等
で
あ

る
」
と
う
た
わ
れ
、そ
の
日
は
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
今
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
者
な
ど
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
、
い
じ
め
や
虐
待
な
ど
の
子

ど
も
の
人
権
問
題
、
外
国
人
や
障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す
る
偏
見

や
差
別
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お
け
る
誹
謗
中
傷
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
問
題
が
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
国
連
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
に
掲
げ
る
「
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
」
社
会
を
実
現
す
る
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が

人
権
尊
重
の
重
要
性
を
正
し
く
認
識
し
、
他
人
の
人
権
に
配
慮
し

た
行
動
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
毎
日
の
生
活
の
中
で
、
差
別
、
虐
待
、
い
じ
め
な
ど
「
こ
れ
は

人
権
問
題
か
な
？
」
と
感
じ
た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
人
権
擁
護

委
員
や
法
務
局
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

女性  〜ＤＶ・性犯罪・性暴力・ハラスメント〜
　「女だから…。」分かっていても、つい性別に
よって差別してしまうことはありませんか？
男女は平等です。

子ども  〜いじめ・体罰・児童虐待・性被害〜
　「子どもだから…。」と、人権を軽く扱ってい
ませんか？子どもは一人の人間として最大限に
尊重され、守らなければなりません。

高齢者
　「いい年をして…。」と年齢だけを理由に社
会参加を妨げていませんか？介護者による身
体的・心理的虐待も社会問題となっています。

障がいのある人
　障がいがあっても社会の一員として自ら選
択し、地域の中で安心して生き生きと暮らせ
ていますか？

同和（部落差別）問題
　特定の地域出身であることなどで結婚を反
対されたり、就職ができない人たちがいるこ
とを知っていますか？

インターネットによる人権侵害
　個人の名誉やプライバシーを侵害する問題
が発生しています。インターネットを正しく
使用し、人権侵害をなくすことが必要です。

　
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
つ
い
て
、
国

民
の
認
識
を
さ
ら
に
深
め
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会

と
連
携
し
つ
つ
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

の
実
態
を
解
明
し
、
そ
の
抑
止
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
平
成
18
年
6
月
に
「
拉
致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮

当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関
す
る
法

律
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
毎
年
12
月
10

日
か
ら
16
日
ま
で
は
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発

週
間
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
拉
致
問
題
は
、
わ

が
国
の
国
民
的
課
題
で
あ
り
、
こ
の
解
決
を
始
め
と

す
る
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処

が
国
際
社
会
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
さ
れ
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
関
心
と
認
識
を
深
め
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

人権の花運動

人権教室

　保育園児を対象に、花
を育てることによって、
情操を豊かにし、命の大
切さや相手を思いやる心
を育むことを目的とし
て、実施しています。

特設人権相談所の開設
　毎年6月1日と12月1日に人権擁護委員による人権に関す
る相談を行っています。困りごとや心配ごとがあったら、お
気軽にご相談ください。相談は無料で、秘密は厳守されます
ので、ご安心ください。

　人権教室は、いじめなどに
ついて考える機会を作ること
で、子どもたちが相手を思い
やる心を体得し、命の大切さ
に気づくことなどを目的とし
ています。小学校低学年児童
を対象に、人権擁護委員によ
る「人権かるた取り」や「絵
本の読み聞かせ」、「紙芝居」な
ど行っています。

人KENまもる君 人KENあゆみちゃん

問
合
せ
先　
男
女
共
同
参
画
・
人
権
室　
☎
３
４‒

８
７
１
５

人権擁護委員の活動を紹介します

心があたたかく
なる言葉を
探せるかな？

主な人権課題

私たちの社会には、さまざまな人権問題が存在しています。
人権週間を機に、人権について今一度考えてみてください。

人権に関する図書を紹介しています

『子どもの権利ってなあに？』……… アラン・セール
『みんなちがってみんなステキ』……… 高橋　うらら
『こども六法』…………………………… 山崎　聡一郎

『差別はたいてい悪意のない人がする』… キム　ジヘ
『元女子高生、パパになる』……………… 杉山　文野
『レイシズムとは何か』……………………… 梁　英聖
『カスハラ』… NHK「クローズアップ現代＋」取材班
『身の回りから人権を考える80のヒント』…… 武部　康広

児
童
書

一
　
般
　
書町内の各図書館では

人権週間期間中、人権図書コーナーを設け、
人権に関する図書を紹介しています。

人権作文・ポスター展
12月4日（土）～10日（金）期　間 越前町生涯学習センター

エントランスホール
場　所

人KENあゆみちゃんの
こと知っているかな？

みんなで植える
花の苗をプレゼント ！

小中学生の人権に
関する作文やポスターを

展示しています

人権図書紹介
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過去の広報えちぜんも
町ホームページでご覧いただけます。
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輝け！
No.18

●  はぎの児童クラブ  ●

里芋と小豆の煮物

③里芋は皮をこそげて食べやすい大きさに切ります。別の鍋に入れ里芋がかぶるくらいの水を
入れます。

④調味料は、3分の1程度を10分おきに分けて加えます。全体で30分ほど加熱し、里芋が柔ら
かく、水けもなくなるように調整します。

⑤④の里芋に②の小豆をかけて完成です。

①小豆は洗って鍋に入れ、たっぷりの水で火にかけます。煮立ったら1度、水を
捨てます。

②①にたっぷりの水を加え、中火で60分ほど煮ます。途中、数回水を加えます。
小豆が柔らかくなったら砂糖、塩を入れ、水けがなくなったら、火を止めます。

みどりちゃんの
ひとこと

小豆は前日から水に
つけておくことで

煮る時間の短縮になります。

海土里ちゃん教えて  第18回

　みなさん、こんにちは。越前町食育推進マス
コットキャラクターの越

えち

前
ぜん

 海
み

土
ど

里
り

です。
　12月22日の冬至の日には、冬至南京（かぼ
ちゃと小豆の煮物）を食べる習慣がありますが、
里芋と小豆で作る地域もあります。甘さは控え
めで小豆と里芋がおいしく味わえる1品です。

海
み

土
ど

里
り

ちゃん

材料（4人分）

ヨーグルト
カップたくさん

積めたよ

はぎの児童クラブは、萩野小学校に通う子どもさん約
20〜30人が利用して今回は普段の遊びを紹介します。

里芋………………… 小8個（200g）
水…………………………………適量
砂糖………………………… 大さじ1
塩…………………………小さじ1/4
しょうゆ…………………小さじ1/4

小豆………………………………50g
水…………………………………適量
砂糖………………………… 大さじ3
塩…………………………小さじ1/4

室内遊び室内遊び

ティッシュケース
にデコパージュ

しました。

長
なが

慶
よ し

亭
て い

クリリンさん
と楽しい時間を
過ごしました。

　小学校の
グランドに

でかけました。

鬼ごっこに
疲れたらチョークで

落書き

はぎのこども園の
園庭でも
遊びます。

外遊び外遊び

作り方
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